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施策名 

魅力ある観光資源の整備と情報発信 

平成２１年度評価 

１次評価 ２次評価 ３次評価 
２次評価意見 

 

Ｂ Ｂ Ｂ ３次評価意見 

重要度が低く、満足度が高い施策でありながら、有効性が低

い。目標値や構成事務事業が妥当なものか検討されたい。 

３次評価意見に対する所管課の見解及び対応（具体的に） 

有効性の評価指標である入込観光客数について、キャンペーンや情報発信、地域特性を生かした体

験・交流事業などを実施しているが、すぐには数値に現れていない。しかしながら、津久井地域では

観光客数が順調に伸びており、健康や環境に対する意識の高まりなどを背景に、豊な自然や歴史・文

化などの地域資源を磨き上げ、市民や県民へのＰＲやリピーターの確保を進めることにより、入込観

光客の増加が見込まれることから、目標値は妥当であると考えている。 
従って、構成事務事業の見直しにより目標達成に向けた取り組みを行うことが必要であると考える

が、具体的な事業として、相模川エリアや道志川エリアでの市民等が一体的に活動できる範囲の観光

振興策を示す地域別計画の策定や、様々な分野の熟練した技や豊富な知識・経験を活かして本市の観

光振興を進める観光マイスターの発掘・育成などの観光人材育成事業を実施する。 
廃止･見直しを検討する事業 

事業名 事業の問題点と見直し等を行う内容 

 従来はイベントや観光協会に対する補助などが中心であったが、余暇の
過ごし方の多様化を踏まえ、今後は情報発信や体験・交流事業を促進す
るための人材育成事業、年間を通じた地域の活性化を図るための地域別
計画の策定などに重点的に取り組む。 

現施策を引き継ぐ予定の新総合計画の施策における成果指標 

現施策を引き継ぐ予定の施策 魅力ある観光の振興 

成果指標 設定理由 

入込観光客数 
観光動向の変化などを背景に、多様な地域資源を魅力ある観光資
源として磨き上げることにより、体験・交流型のプログラムの提
供などにより、観光による交流人口の拡大を目指す。 

１人あたりの観光客消費額 
観光を通じて、宿泊施設・交通機関・飲食業など観光関連産業を
中心に地域への経済効果の波及を目指す。 

  

新総合計画での目標達成方法 
地域の個性と地域資源のまとまりを生かした観光エリアを形成し、新たな観光資源の発掘と磨き上

げを進めるとともに、都市型の観光交流を通じたにぎわいのあるまちづくりや水源地域の自然や歴
史、文化を生かした体験・交流型のプログラムの提供などを行うことにより、エリア間の回遊性を高
める。 
また、おもてなしの心で観光客を迎えるまちをめざし、観光ガイドなどの人材育成をはじめ、民間

事業者や関連団体との連携などを進める。 
さらに、本市のイメージアップによる知名度の向上を図るため、様々なメディアを活用して広域的

な観光宣伝活動を展開するとともに魅力ある情報を発信する。 



工程表 

項目名 2009 年度 2010 年度 2011 年度 項目に係る予算額、人員 

具体的改善事項 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 
予算額 

（単位：千円） 
人員 

地域別計画の策定                   

400 0.4 
地域の観光資源の磨き上げ、 
年間を通じた地域の活性化 

観光人材育成事業                   

330 0.1 
『見る』だけの観光から、体験・
交流型事業への転換 

                   

  
 

                   

  
 

                   

  
 

                     

 

 

意見交換・資料収集 検討組織設置、計画策定（課題整理→将来目標の設定→基本方針 

→実現化方策→重点施策→推進体制→計画の策定） 

事業実施 

観光マイスターの認定 観光マイスター活動（観光イベント・キャンペーン、体験交流事業などへの参加） 

おもてなし研修 おもてなし研修 


